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応募
　方法 Eメールでも応募できます。 

市民文芸
一人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内。はがきに作品・住所・氏名・応募す
る壇名をはっきり書き、〒989-0257白石市字亘理町37-3、白石市情報センター
へ。短歌、俳句、川柳の併記は不可。毎月15日締め切り。
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選
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や
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わ
れ
山
の
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と
安
ら
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せ
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石
沢　

敏
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缶
や
瓶
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な
夕
な
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拾
い
お
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心
な
き
人
思
い
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斎
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タ
カ
子
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の
忌
に
夫
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路
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仰
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高
子
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ん
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降
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や
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ひ
で
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の
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い
る
す
す
き
も
萩

も 
頭 
を
垂
れ
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村
山
美
代
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こ
う
べ

秋
晴
れ
に
一
人
で
畑
を
打
ち
返
す
土
の
匂
い
に
励
ま

さ
れ
つ
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
村　

靜
恵

蕎
麦
の
花
白
く
匂
え
る
丘
の
道
ひ
と
り
静
か
に
歩
み

て
み
た
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
槻　

正
兄

居
座
り
し
台
風
十
五
号
去
り
し
後
暑
さ
戻
り
て
蝉
し

き
り
鳴
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
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敏
子

雨
止
み
し
夕
べ
に
仰
ぐ
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を
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母
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黒
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修
子

供
物
揃
え
今
宵
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如
何
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居
り
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六
夜 
の

い
ざ
よ
い

月
拝
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安
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山
田　
　

濱

や
す
い

 
評  
一
首
目
。
老
境
に
入
っ
て
不
幸
に
見
舞
わ
れ
る

人
も
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
山
の
湯
に
幸
せ
の
至
福

を
味
わ
う
人
も
い
て
、
喝
采
を
送
り
た
い
。
二
首
目
。

缶
や
瓶
を
黙
々
と
拾
う
無
償
の
行
為
に
頭
が
下
が
る
。

さ
さ
い
な
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
が
世
の
中
を
支
え
る

大
き
な
力
と
な
る
。
三
首
目
。「
燃
え
お
り
」は
紅
葉

真
っ
盛
り
の
蔵
王
を
表
現
し
た
の
だ
ろ
う
。
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し
み
小
鳥
来
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山
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弘
子

秋
麗
の
蔵
王
間
近
に
天
守
閣　
　
　
　

高
橋　

正
男

地
下
足
袋
よ
今
日
は
勤
労
感
謝
の
日　

川
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靜
恵

瀬
の
流
れ
ほ
と
ほ
と
細
き
秋
の
声　
　

佐
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周
子

草
は
露
人
は
悲
し
み
抱
く
も
の　
　
　

日
下　
　

文

歌

壇

駅
裏
の
捨
て
自
転
車
や
草
紅
葉　
　
　

制
野　

リ
エ

台
風
が
気
に
な
る
孫
の
運
動
会　
　
　

水
戸　

光
穂

物
干
に
羽
根
休
め
た
る
蜻
蛉
か
な　
　

大
庭　

良
子

気
に
な
る
や
雲
の
流
れ
の
芋
煮
会　
　

遠
藤　

忠
臣

燃
え
て
を
り
墓
参
帰
り
に
見
る
蔵
王　

高
子
た
ち
ば
な

 
評  
一
句
目
。
日
々
深
み
ゆ
く
秋
と
も
な
れ
ば
渡
り

鳥
が
や
っ
て
来
る
。
城
山
も
い
ろ
い
ろ
な
小
鳥
た
ち

の
楽
園
な
の
だ
。
城
山
の
秋
を
明
る
く
表
現
さ
れ
た
。

二
句
目
。
こ
れ
も
城
山
の
句
。
秋
の
う
ら
ら
か
な
日

と
も
な
れ
ば
蔵
王
が
目
の
前
に
あ
る
よ
う
だ
。
天
守

閣
の
白
さ
が
気
高
く
き
れ
い
な
の
で
あ
る
。
三
句
目
。

「
勤
労
感
謝
の
日
」
が
季
題
。
履
き
慣
れ
た
地
下
足

袋
に
も
感
謝
す
る
。
自
分
が
健
康
で
あ
る
こ
と
へ
の

祈
り
も
込
め
て
。

山

田

風

流

選

宴
会
費
女
を
内
輪
に
見
た
誤
算　
　
　

佐
藤　

武
雄

秋
空
に
虫
干
し
を
す
る
古
い
傷　
　
　

米
沢　

礼
子

か
す
り
傷
お
そ
れ
て
恋
を
休
ん
で
る　

平
間　

大
恵

追
わ
れ
て
る
仕
事
に
ぼ
け
る
暇
が
な
い  
川
村　

靜
恵

地
球
儀
を
回
し
て
修
羅
場
追
い
か
け
る  
大
沼　

妙
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生
き
下
手
で
後
手
へ
後
手
へ
の
悔
い
ば
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草
野　
　

清

ナ
ツ
メ
ロ
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
四
十
年  
水
戸　

光
穂

牛
肉
を
食
べ
た
分
だ
け
心
配
し　
　
　

大
庭　

良
子

紛
争
の
神
風
日
本
へ
来
る
怖
さ　
　
　

日
下　
　

猛

晩
酌
へ
炭
火
の
サ
ン
マ
日
本
一　
　
　

高
橋　

要
一

 
評  
一
句
目
。
女
性
は
ジ
ュ
ー
ス
、
男
性
は
ビ
ー
ル

な
ど
と
計
算
す
る
幹
事
は
失
格
。�
大
ジ
ョ
ッ
キ
女

権
し
っ
か
り
握
り
し
め
�。
二
句
目
。
古
い
傷
と
は

恋
か
、
は
た
ま
た
失
敗
か
。
時
に
う
ず
き
、
時
に
は

発
酵
す
る
が
、
か
ら
り
と
晴
れ
た
秋
空
へ
捨
て
ま

し
ょ
う
。
三
句
目
。
失
恋
の
苦
汁
を
味
わ
い
た
く
な

け
れ
ば
恋
を
し
な
け
れ
ば
い
い
。
し
か
し
男
女
は
相

引
く
も
の
、
甘
い
苦
い
は
恋
の
味
。
か
す
り
傷
な
ど

恐
れ
ず
に
、
恋
せ
よ
乙
女　

紅
き
唇
失
せ
ぬ
間
に
。

柳

壇

俳

壇

(koho@city . sh i ro ish i .m iyag i . jp )
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白
石
市
表
彰
条
例
に
基
づ
く
平
成　
13

年
度
の
各
種
功
労
者
表
彰
が
、　

月
２

11

日
に
市
役
所
で
行
わ
れ
、
５
個
人
、
６

団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
功
績
に
よ

り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
は
心
か
ら
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
自
治
功
労
者
】

・
大
庭　
　

誠
（
小
下
倉
）

　
　
　
　
　
　
　
　

小
下
倉
自
治
会
長

・
岡　
　
　

久
（
越
河
）

　
　
　
　
　
　
　

越
河
第
二
自
治
会
長

【
納
税
功
労
者
】

・
大
網
第
四
納
税
貯
蓄
組
合

　

（
福
岡
八
宮
：
代
表　

佐
藤
正
幸
）

・
湯
元
第
一
納
税
貯
蓄
組
合

　

（
小
原
：
代
表　

四
竃　

達
）

・
上
原
納
税
貯
蓄
組
合

　

（
福
岡
蔵
本
：
代
表　

小
室　

剛
）

【
公
安
消
防
功
労
者
】

・
四
竃　

英
夫
（
小
原
）

　
　
　
　
　

白
石
市
消
防
団
副
分
団
長

【
篤

行

者
】

・
松
野
今
朝
男
（
寿
山
）

　
　
　

社
会
福
祉
事
業
へ
の
功
績

・
八
巻　

弘
一
（
斎
川
）

　
　
　

学
校
教
育
の
充
実
へ
の
功
績

・
株
式
会
社　

メ
ガ
ネ
の
相
沢

　
　
　
　
　
　

（
代
表　

相
沢
博
彦
）

　
　
　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ
の
功
績

・
白
石
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト　

株
式
会
社

　
　
　
　
　
　

（
代
表　

小
野
義
道
）

　
　
　

都
市
基
盤
事
業
へ
の
功
績

・
株
式
会
社　

白
石
倉
庫

　
　
　
　
　

（
代
表　

太
宰
雄
一
郎
）

　
　
　

交
通
安
全
確
保
へ
の
功
績

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平成

13年度

各
種
功
労
者
表
彰
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　凰流柴田すみれ会が白石に舞踊教

室を開いて６年目を迎えました。凰

光秀先生の教えの下、毎週金曜日午

後１時30分から中央公民館でけい

こに励んでいます。

　白石での会員は11名、平均年齢は

高いですが、精神年齢は20代と自負

しています。

　身体に無理なく、座ることのでき

ない人は立ったままでも、臨機応変

に先生のアドバイスを受けながら、

お互いをいたわり合い、励まし合っ

て和やかに活動しています。

　年間行事として、白石市民文化祭

出演はもちろんのこと、柴田すみれ

会初舞会、凰流舞踊発表会と活動の

場は広く、楽しみ満載です。踊りの

内容によっては子供に返ったり、初

恋のころを思い出させたり、楽しい

笑い声に顔のしわも１本ずつ消えて

いくようです。

　初心者の方でも浴衣をお持ちくだ

されば結構です。ぜひけいこを見に

いらしてください。

（連絡先：布施 �27-2030）

お互
いをいた

わり、励まし合って
★

マ
イサ
ークル

　

★

凰
流

柴
田すみれ会白

石
教

室
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　今月はオーストラリアのクリスマスの過ごし方

についてお話しします。

　ほとんどの人にとって、クリスマスの準備は11

月末から始まります。11月初旬からショッピング

センターではクリスマスセールが行われ、クリス

マス飾りなどがどこに行っても見られるようにな

ります。

　たぶんこの時期一番忙しい人と言えば、若い子

供の両親でしょう。その両親が子供のためにプレ

ゼントを買わなければならないから大変です。

　オーストラリアは南半球にあるので、日本とは

反対で夏のクリスマスを過ごします。ですから私

はホワイト・クリスマスを過ごしたことがありませ

ん。クリスマスに外でバーベキューをしたり、

ビーチで泳いだりしている人が多いです。

　私の家の場合は、クリスマスの朝に家族みんな

がプレゼントをもらいます。犬にもプレゼント（ぬ

いぐるみなど）をやります。プレゼントを開けてか

ら、家の後ろにあるベランダで朝食を食べます。

食べ終わったら、もらったプレゼントで遊びます。

　昼ご飯は父の親戚の家で食べます。オーストラ

リアのクリスマスは暑いので、最近は伝統的な

ローストの代わりに冷たいサラダや肉の方が人気

になっています。

　晩ご飯は母の親戚と一緒に過ごします。そのと

きも冷たいサラダと肉を食べます。それにもちろ

ん、クリスマスケーキやいろいろなお菓子を一日

中食べています！この日はにぎやかなので、夜に

なったらみんな疲れています。ですから、食べ終

わったらゲームをしたり、ビデオを見たりします。

すごく楽しい一日です。

　白石の皆さんはどのようにクリスマスを過ごす

のでしょうか？

　それでは皆さん Merry Christmas! また来年！


